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寿都町立潮路小学校 学校だより 

 

 

 

 

令和８年９月３０日 第 ６ 号    発行責任者 潮路小学校長 三 上 智 之 

学 校 教 育 目 標 

豊かな心で学び続けるたくましい子の育成 
◎ よく考え 進んで学ぶ子（知） 

◎ 明るく 思いやりのある子（情） 

◎ ねばり強く やりぬく子（意）  

◎ すこやかで たくましい子（体） 

「眺める」  
校長 三 上 智 之 

   

 ９月になってトンボやバッタが校庭にたくさん見られていましたが、この頃はカメムシが校舎の壁面にたく

さんくっついています。また、校内でペットボトルやガムテープでカメムシを捕まえる日々がやってきそうで

す。学校周りの木々も色づき葉を落とし始めました。今年は残暑の期間をあまり感じられず、秋の気配があっ

という間にやってきました。朝晩はかなり冷え込むようになりましたので、体調管理にご留意ください。これ

から迎える１０月はマラソン記録会や学習発表会などを予定しており、子どもたちにとって、これまでの経験

や学びを振り返りながら、さらに成長していく大切な時期です。 

先日、全校児童の前期の通知表に目を通しました。児童一人一人が頑張ったこと、これからさらに努力して

もらいたいことを各担任が頭を悩ませながら記載していました。その文章からは、その子が生き生きと活動し

ている様子がうかがえました。ご家庭でも子どもたちの頑張りを認めてあげてください。 

私は、季節の変わり目になると「眺める」という言葉を思い浮かべます。「見る」と「眺める」は、似てい

るようで少しニュアンスが違います。「見る」は目の前のものをとらえること、「眺める」は少し時間をかけ

て、ゆったりと周りの様子を感じ取るといった意味合いがあります。忙しい毎日の中では、目の前のことに精

いっぱいで、周りのものに気づかないことがあります。しかし、少し立ち止まって眺めてみると、生き物の様

子や植物の様子など季節の変化に気づくことができます。 

眺めることでの気づきは、友達同士の関係でも同じことが言えるでしょう。教室の様子や体育館での遊びの

様子などを眺めていると友達の新しい一面に気づくことができます。〇〇さんは困っている子がいると進んで

声掛けしているな、〇〇君は朝学校につくと校長先生よりも先に大きな声で挨拶しているな、様々な気づきが

あるでしょう。学校での学びも同様です。一つの答えを見つけるだけでなく「どうしてだろう」「別の考え方

はないかな」と少し立ち止まって考えてみることで、新しい発見が生まれます。子どもたちには目の前のこと

に一生懸命取り組むとともに、時に少し立ち止まり、周りを「眺める」心のゆとりも大切にしてほしいと思い

ます。今まで気づかなかったものが見えてくるかもしれません。これはもちろん子どもだけではなく、先生方

にも言えることです。子どもに向き合い忙しい毎日ですが、いったん立ち止まり俯瞰で眺めることで子どもた

ちの新たな一面を発見することができるかもしれません。 

実りの秋の今、子どもたち、先生方が様々なものを眺め、感じ、考えながら、一人一人の学校生活や学びを

豊かなものにしていけるようにしたいものです。末筆ですが先日の空瓶回収の際はたくさんの瓶を回収するこ

とができました。閉校により今回限りとなりますが今までの皆様の御協力に心から感謝申し上げます。先日校

門横の看板に閉校を伝える文言が追加されました。学校前を通る際には御覧いただけると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

潮路小学校 ホームページ 

https://www.aurens.or.jp/~oshoro/ 
★学校だよりを掲載しています。 

子どもたちの様子を是非ご覧ください。 

https://www.aurens.or.jp/~oshoro/


 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一日防災学校 ９月１日 

 

宿泊研修 9月 16・17日 

初めに地震・津波に備えた避難訓練を行いました。津波の時の避難経路、裏山へと逃げる練習をしまし

た。そのあとは、防災学校でした。体験しながら防災について学びました。まず初めに、地震の被害につ

いてお話を聞きました。次に煙体験。真っ白で何も見えなくなった理科室の中を一人一人手さぐりで歩き

ました。次は、体育館にもどって避難所体験。段ボールや発泡スチロールでできたベッド、プライバシー

テントを組み立てました。協力しながら作業を進めました。そのあとはお待ちかね防災食の試食体験でし

た。白ご飯、五目御飯、ドライカレー、ハンバーグ、鯖の味噌煮などから自分の好きな主食と副食を一つ

ずつ選んで食べました。最後の感想交流では、「煙で前が見えなくて怖かった」「早く避難することが大切

だと思った」と体験で味わったことを話していました。 

５年生の宿泊研修が行われました。森町の「ネイパル森」という道立の施設まで行きました。 

今回は、ウォークラリー、火おこし、キャンドルアート、ネイチャービンゴ、勾玉づくりなど、１泊２

日とは思えないほど、盛りだくさんのアクティビティを体験してきました。 

様々な「みんなと一緒にする体験」を通しながら自然に話したりお互いに気に掛け合ったりしていきま

す。帰ってきたときには寿都小学校の子どもたちともすっかり仲良くなったようでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科特別講師派遣事業 寿都小 5，6年生合同学習 9月８日 

路上でマラソン練習 

 

寿都町の交通死亡事故ゼロ 5000日達成を記念した交通安

全ふれあいコンサートに全校で参加しました。警察音楽隊

の生の演奏、カラーガード隊の華麗なパフォーマンスを間

近で楽しんできました。花束贈呈の代表は扇谷咲希さんで

した。コンサートの前に交通安全について、自転車の事故

体験、反射神経測定などに挑戦する子もいました。子ども

たちの交通安全の意識も高まったようです。 

遊具を補修 

地域の皆様のご協力で空ビンがたくさん集まりました。

回収当日は PTA や CS の皆様、学園の先生、子どもたちのお

手伝いのおかげで、無事回収作業を終えることができまし

た。収益は子どもたちのリフト代等に活用します。 

空ビン回収への協力ありがとうございました 

通知表を配布しました  

前期の通知表「あゆみ」を渡しました。どの子

にも、その子らしい素敵なところや頑張りがあり

ます。学習だけでなく、学校生活の中で見せたよ

さも記載しています。ぜひお子さんと一緒に振り

返り、頑張ったことをたくさん褒めてあげてくだ

さい。その温かい言葉が、次の頑張りにつながっ

ていきます。 

 

５年生、６年生がウィズコムに

出かけて理科の特別授業に参加

し、寿都小学校の５年生、６年生

と一緒に学習をしました。 

５年生は「流れる水の働き」、 

６年生は「火山」について実験を

見たり体験したりしながら学びを

深めました。 

交通安全ふれあいコンサート 9月 3日 

マラソン記録会に向

けて路上練習を行いま

した。体力テストでの

本校児童の課題の一つ

が持久力でした。きっ

と力が伸びています。 

傷んでいた遊具を補修しました。早

速、3年生が元気に遊んでいました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


